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澄
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揺
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佐
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叫
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範
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'1日 15時中

10月 21臼・ 10-15時神罰公民館 '1日
四之宮公民館

10月22日・ 10-12時東中原公民館

13-15時異土公民錯 10-15時 八

幡公民館

10月23日・ 10-12時中庶子分背革金

銭@土沢IJ、学捜 13-15時土沢農

協支所 a犬抑留所

1OJ"!24日 '10-15時須賀公民館・須

王室海主主寺

10月25日・ 10-12時金自公民館・旭

公民館13-15時北金目農協倉車前

万国公民館

10月288.10-12時晴原公民館13-
15時現石町主主騒10-1ラ時第 l分 留

10月298・10-15時 第5消防分回@

長員詣公民館

1OJ"!30・10-15時富二t見公民館盛大

久保公鴎

10月31日 '10-15時平塚保障所、

← 一 一 一 一 一 一 一 … 行 事 こ 湾 内 一 一 一 一 一 一 一 一

日 1-日 3 9: OO~17 : 00 (見間合体育館}
韓荊寄道主花民書写真輔倉局長

f 人形草花盤索模型堂韓品
日。 1 11: 30 詩 時〈市民センター?
日. 2 13: 00 幸子車研究( q ) 

。]5:30 沖揖(パレー) ( . ) 
d> 18 :...30 剣詩揮道〈 φ 〉

日. 3 12: 30 子供霊祭盟( " ) 
。 15: 叩 邦 弾( " ) 
φ 18・00 民鶏・民舞( " ) 
... 18: 00 盟 哲(農襲合賠〉
"" 10: 00 俳 封(完附台武道掲〉
今 10:00 控 耽(松原公民館}

日. 10 9・00 rA 曲(海浜ホテル}
.，.. 10: 00 茶 道{八幡神社〉

口 17 13: 00 JlI 柳 〈畢若手公民轄)
持品企事・費補作品自由牢真一白黒 4つ切作品
揖入亜付・ 10汚31815・00-20:00 見開台体育鯖1:τ
提 調 11. 2 13: 00 ~入帝廿くり

3 日 00 誼花づ〈り
.".. 14: 00 盤去をづくり

点

11月 9白鴻公民館

。11臼盟国公民館

? 12日 揖 島 公 民 館 関 崎 公 民 館

神宮1公民館

金自公民鰭真ごと公民館

八幡公民館松原公民館

1 1丹i器~事盟
於・祭喜子公民館

翻明治百年を記念しで郷土乎塚

の百年の歴史をたどる各経資

料をE車列。
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